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ご
あ

い
さ

つ

本
年
、
文
化
の
森
総
合
公
園
は
、
開
園
二
十
五
周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
記
念
事
業
と
し
て

「
ヒ
ト
ガ
タ
を
め
ぐ
る
冒
険
」
を
統

一
テ
ー
マ
に
、
各
館
で
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
活
か
し
た
催
し

物
や
展
示
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
館
で
は
、
江
戸
時
代
の
阿
波
の
人
び
と
を
描
い
た
版
本
や
絵
像
の
展
示
を
中
心
に

「描
か
れ

た
阿
波
の
人
物
」
と
題
し
て
企
画
展
を
開
催
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
「絵
画
に
見
え
る
阿
波
の

庶
民
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
御
絵
像

（日
本
画
の
精
密
な
肖
像
画
）
に
描
か
れ
た
藍
商
人
の
絵
姿

や
江
戸
時
代
後
期
に
出
版
さ
れ
た

『阿
淡
狂
歌
人
名
録
』
。
『阿
淡
狂
歌
三
十
六
歌
撰
』
及
び

『阿

淡
孝
子
伝
』
等
に
見
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
阿
波
の
庶
民
の
姿
を
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
色
鮮
や
か
に

描
か
れ
た
阿
波
出
身
の
力
士
絵

（錦
絵
）
も
あ
わ
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

次
に
、
「人
相
書
」
で
は
、
当
時
の
人
相
書
き
が
ど
の
よ
う
に
個
人
の
特
徴
を
と
ら
え
、
そ
れ

を
文
字
で
表
し
て
い
た
か
を
残
さ
れ
た
古
文
書
か
ら
紹
介
し
ま
す
。
「写
真
に
見
る
明
治
初
期
の

阿
波
人
」
で
は
、
明
治
時
代
の
ガ
ラ
ス
乾
板
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
を
と
お
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
手

書
き
の
絵
姿
か
ら
写
真
機
で
撮
影
さ
れ
た
人
物
画
像

へ
と
変
化
し
て
い
く
時
代
の
流
れ
を
紹
介
し

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
描
か
れ
た
人
物
像
に
は
、
時
代
の
特
徴
が
表
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
、
当

時
の
人
び
と
の
生
活
や
社
会
の
様
子
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
重
要
な
資
料
と
な
り
ま
す
。
本
展
が

地
域
徳
島
の
歴
史
と
文
化
を
深
め
る
と
と
も
に
、
記
録
資
料
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
の
大
切

さ
を
認
識
し
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

終
わ
り
に
、貴
重
な
資
料
を
ご
提
供
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
七
日

徳
島
県
エエ
文
書
館
長
　
山
下
　
知
之

相
撲
絵
に
見
る
阿
波
人

江
ハ
後
期
、
阿
波
国
は
領
主
で
あ
る
蜂
須
賀
家
の
奨
励

も
あ
り
、相
撲
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
文
化
八
年
貧

八

一
一
）

に
出
版
さ
れ
た

『阿
波
名
所
図
会
』
の
鳴
門
木
津
の
金
昆

羅
神
社
境
内
で
行
わ
れ
て
い
る
相
撲
の
絵
を
見
て
も
、
た

く
さ
ん
の
人
び
と
が
見
物
に
集
ま
っ
て
き
て
い
る
様
子
を

伺
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
徳
島
城
下
な
ど
で
行
わ
れ

た
相
撲
興
行
の
番
付
な
ど
も
残
さ
れ
て
い
る
。

郷
土
史
家
で
あ
っ
た
故
岩
村
武
勇
氏
は
、
徳
島
県
相
撲

連
盟
編

『阿
波
相
撲
史
』
の
監
修
を
さ
れ
る
な
ど
、
徳
島

に
お
け
る
相
撲
の
歴
史
に
造
詣
が
深
か
っ
た
が
、
収
集
し

た
資
料
の
中
に
は
、
阿
波
に
関
わ
る
力
士
の
鮮
や
か
な
相

撲
絵
を
多
く
所
蔵
さ
れ
て
い
た
。
中
に
は
、
阿
波
国
内
出

身
の
力
士
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
阿
波
人
の
姿

を
描
い
た
絵
と
し
て
、
岩
村
家
文
書
に
含
ま
れ
て
い
る
阿

波
出
身
力
士
の
相
撲
絵
を
紹
介
す
る
。

相生松五郎 (江戸末期)



絵
画
に
見
え
る

波
の
庶
民

写
真
が
な
か
っ
た
江
戸
時
代
を
生
き
た
庶
民
の
姿
を
伝

え
る
の
は
、
絵
画
が
中
心
と
な
る
。
都
会
で
あ
る
江
戸
や

大
坂
の
人
び
と
を
描
い
た
絵
画
や
版
画
は
数
多
く
作
ら
れ

て
き
た
で
あ
ろ
う
が
、
地
方
で
あ
る
阿
波
国
の
人
び
と
を

捉
え
た
絵
画
は
数
が
少
な
い
。

文
書
館
資
料
の
中
で
、
阿
波
の
庶
民
を
捉
え
た
絵
画
と

言
え
る
も
の
は
二
つ
の
種
類
が
あ
る
。　
一
つ
は
御
絵
像
と

い
わ
れ
る
日
本
画
に
よ
る
精
密
な
肖
像
画
で
あ
る
。
こ
う

し
た
御
絵
像
は
、
先
祖
の
生
き
た
姿
を
画
家
の
手
に
よ
っ

て
後
世
残
す
た
め
に
描
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
富
裕
な
商

人
の
家
な
ど
に
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
。
文
書
館
に
は
、

小
松
島
で
廻
船
を
行
う
豪
商
で
あ
っ
た
井
上
家
と
、
西
覚

円
村

（現
石
井
町
）
の
大
藍
商
で
あ
っ
た
志
摩
利
右
衛
門

の
絵
姿
を
収
蔵
し
て
い
る
が
、
ど
ち
ら
も
細
密
で
、
江
戸
時丼上甚右衛門 (4代)昌章 絵像

代
阿
波
の
藍
に
関
わ
る
豪
商
の
姿
を
今
に
伝
え
て
い
る
。

も
う

一
つ
が
、
阿
波
国
内
で
企
画

。
発
行
さ
れ
た
出

版
物
に
挿
絵
な
ど
と
し
て
描
か
れ
た
人
び
と
で
あ
る
。

『阿
淡
孝
子
伝
』
は
、
徳
島
藩
士
の
福
田
林
右
衛
門
愛
信

が
文
政
二
年

（
一
人

一
九
）
に
前
編
三
冊
、
文
久
二
年

（
一
人
六
二
）
に
後
編
七
冊
を
刊
行
し
た
本
版
の
刊
本
で

あ
る
。
こ
の
本
は
江
戸
後
期
、
藩
に
よ
っ
て
褒
め
ら
れ
た
、

親
や
祖
父
母
に
対
す
る
孝
行
や
主
人
に
対
す
る
忠
義
に
つ

い
て
書
き
上
げ
て
あ
る
。
前
編
で
は
五
十
四
件
、
後
編
で

百
六
件
の
話
を
載
せ
て
い
る
が
、
そ
の
内
六
十
二
件
に
は

挿
絵
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
＞」
の
挿
絵
は
後
序
に
よ
れ
ば
、

位
田
渭
川
が
書
き
た
め
た
も
の
だ
と
書
か
れ
て
い
る
。
渭

川
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
武
士
は
含
ま
れ
ず

庶
民
の
姿
が
描
か
れ
、
小
作
な
ど
の
低
い
身
分
の
者
か
ら

大
商
人
や
庄
屋
ま
で
幅
広
い
階
層
の
人
び
と
の
生
活
が
描

か
れ
て
お
り
興
味
深
い
。

最
後
に
、
天
保
期
に
作
ら
れ
た
狂
歌
集
に
描
か
れ
た
人

び
と
を
紹
介
し
た
い
。
そ
れ
は
、
天
保
三
年

（
，
人
三
二
）

に
刊
行
さ
れ
た

『狂
歌
阿
淡
百
人

一
首
』
、
『阿
淡
狂
歌

三
十
六
歌
撰
』
と
天
保
五
年

（
一
人
三
四
）
に
刊
行
さ
れ

た

『阿
淡
狂
歌
人
名
録
』
の
三
冊
で
あ
る
●
こ
の
三
冊
は

作
ら
れ
た
年
代
も
近
く
、
重
な
っ
て
掲
載
さ
れ‐‐
一
い
る
人

物
も
多
い
が
、
そ
れ
を
差
し
引
い
て
も

一
九
八
名
の
人
物

が
挿
絵
入
り
で
描
か
れ
て
い
る
。
天
保
三
年
に
作
ら
れ
た

二
冊
は

「百
人

一
首
」
や

「
三
十
六
歌
仙
」
の
パ
ロ
デ
ィ

で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
阿
波
と
淡
路
の
狂
歌
師
た
ち
が
取
“

上
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
い
『何
淡
狂
歌
人
名
録
』
は
狂

歌
サ
ロ
ン
に
集
い
語
“
合
う
様
子
を
絵
Ｆ
ｔ
た
も
の
で
あ

る
。
ど
ち
ら
も
画
工
は
江
戸
や
京
都
の
人
で
い
本
人
を
見

て
描
い
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
着
て
い
る
物
や
小
道
具
に

は
個
性
が
あ
る
。
掲
載
さ
れ
て
い
る
狂
歌
師

一
九
八
人
の

う
ち
四
割
強
は
城
下
町
徳
島
の
人
物
、
淡
路
国
内
が

一

割
弱
を
占
め
る
が
、
撫
養

（現
鳴
門
市
Ｙ

鴨
島

（現
吉

野
川
市
Ｙ

小
松
島

・
富
岡

（現
阿
南
市
）
・
黒
地

（現

阿
南
市
）
。
市
場

（現
阿
波
市
）
・
石
井

（現
石
井
町
）
。

仁
宇

（現
那
賀
町
）
な
ど
地
方
の
人
物
も
含
ま
れ
て
お
り
、

阿
波
国
内
で
狂
歌
を
楽
し
ん
で
い
た
人
び
と
が
意
外
に
広

が
つ
て
い
た
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

■||■ |ll● |■||||

志摩利右衛門 絵像
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狂
歌
集

・
孝
子
伝
の
挿
絵
に
見
る
人
物

癬
ガ
率
儀
針

(1834)よ り楽しげに集う阿波 淡路の狂歌師たち『阿淡狂護人名録J天保5年
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六
々
園
春
足

（ろ
く
ろ
く
え
ん
は
る
た
り
）

名
西
郡
石
丼
村
（現
石
井
町
）

の
藍
商
、
遠
藤
宇
治
右
衛
門
。

文
化

・
文
政
期
の
阿
波
　
淡
路

狂
歌
界
の
大
御
所
的
存
在
。

飯
山
亭
喰
主

（は
ん
ざ
ん
て
い
く
い
ぬ
し
）

麻
植
郡
飯
尾
村

（現
吉
野
川

市
鴨
島
町
）
の
石
原
熊
左
衛
門

利
勝
。
『阿
淡
狂
歌
三
十
六
歌

撰
』
の
版
元
。



六
根
園
春
根

読
み
不
蓄

徳
島
城
下
塀
裏
町
（現
徳
島
市
南
内
町
）
の
人
、瀬
部
春
暁
。

号
は
旭
桜
園
。
一．阿
淡
狂
歌
百
人

一
首
』
の
版
元
。

神
壽
堂
松
洲

読
み
不
き

勝
浦
郡
和
田
島
村

（現
小
松
島
市
和
田
島
）
の
庄
屋

（郷

士
）
、
森
民
蔵
。

麟
蓄
菫
肇
洲
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南
大
工
町

（現
徳
島
市
）

寺
沢
善
次
右
衛
門
の
養
女
。
手
習
い
の
師
匠
な
ど
を
務

め
な
が
ら
養
父
母
に
孝
養
を
尽
く
す
。
中
風
を
患
っ
た
養

母
を
人
形
芝
居
で
慰
け
て
い
る
図
。

ビ
民
右
基
側
円
Ｈ
　

斉
田
村

（現
鳴
門
市
撫
養
町
）

老
い
た
兄
や
そ
の
子
の
世
話
を
す
る
。
正
直

一
途
で
利

の
多
い
も
の
は
他
者
に
一譲
る
こ
と
が
常
で
、
製
造
す
る
塩

の
評
価
も
高
か
っ
た
。
製
塩
の
図
。

斧
織
外
丘
鰈
側
　
池
田
村
（現
三
好
市
）

常
に
貧
者
を
助
け
、
隣
村
の
訴
訟
を
内
済
す
る
際
手
本

と
な
る
。　
一
刀
を
帯
び
る
こ
と
を
許
さ
ね
る
。
省
（者
の
耕

作
用
に
牛
を
貸
し
与
え
る
図
。

浦
Ｔ
む
番
懲
ポ
艦
『
　

籠
屋
町

（現
徳
島
市
）

籠
屋
町
、
元
山
崎
屋
伴
五
。
両
親
に
孝
養
を
尽
く
す
。

明
和
七
年
母
の
死
後
剃
髪
。
両
親
の
像
を
背
負
っ
て
西
国

巡
礼
の
図
。

麒 _
~華
褒盗年二

父 十蔵

娘 喜佐
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江
戸
時
代
の
人
相
書
き
は
、

お
尋
ね
者
の
簡
易
な
似
顔
絵
が

描
か
れ
て
い
る
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る
が
、
実
際
に
は
、
年

齢
や
顔
の
形
、
傷
跡
、
背
格
好
、

衣
類
な
ど
を
文
字
に
よ

つ
て
書

き
上
げ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
当

時
の
旅
行
者
は
、
寺
が
発
行
す

る
人
別
送
り
状
、
庄
屋
な
ど
が

発
行
す
る
証
明
書
、
入
国
切
手

な
ど
、
自
分
の
身
分
を
明
ら
か

に
す
る
文
書
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
上
で
こ
う
し
た
人
相
書
き

を
廻
達
す
る
こ
と
で
効
果
を
上

げ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
こ
こ
で

は
、
当
時
の
人
相
書
き
が
ど
の

よ
う
に
個
人
の
特
徴
を
捉
え
て

い
た
の
か
を
見
て
み
た
い
。
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「仕上御請書付覚」 安政2(1855)年 武田家文書
公儀御尋者 江州 (近江国)高島郡小荒路村 (現滋賀県高島郡マキノ町)金蔵人相書

「中丈中肉 (中肉中背)、 顔常体、色黒く、頬すほり、目少し大き方、鼻常体、髪

月代 眉毛とも薄き方、髭無し、耳 日常体、歯並び常体、言舌常体」とある。
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「覚」 酉 (天保8年)2月 26日 大塩平八郎他―党の人相書 近藤家文書

大塩平八郎の人相書きには、「年齢 45,6歳ばかり、顔細長く、色自き方、

眉毛細薄き方、額開き、月代青き方、背格好常体、中肉」とある。
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(和装 )佐藤忠五郎(洋装 )
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市
）
の
人
。
明
治
十
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月
、
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県
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と
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。
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十
九
年
七
月
初
代
徳
島
県
知
事
と
な

り
、
明
治
二
十
二
年
十
二
月
ま
で
そ
の

職
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酒丼明の家族 (県知事官舎)徳島県知事 酒丼明



展示資料一覧

1 井上甚右衛門 (4代 昌章 絵像 不詳 井上家文書

2 井上甚右衛門 (5代 昌明 絵像 不詳 井上家文書

3 志摩利右衛門 絵像 不詳 シマケ00018

舞
=

4 相生松五郎 (江戸末期 ) 岩村家文書

5 黒雲改 雲龍浪右衛門 (明治前期) 岩村家文書

6 剣山谷右衛門 (明治前期 ) 岩村家文書

7 響矢春吉 1889(明 治22)年 岩村家文書

維整叢簑職撃鷲額織:警
8 阿淡狂歌三十六歌撰 1832(天保 3 年 イヮム00993

9 狂歌阿淡百人一首 1832(天保 3 年 イワム00995

阿淡狂歌人名録 1834(天 保 5 年 イワム01315

狂歌鯉鱗集 1835(天 保 6 年 イワム01316

覚 (名西郡桜間池碑石運搬尽力につき褒状) 1833(天保4 年 モリ300040

高木真之助 (呼出状) 1833(天保4 年 モリ30

:爾難 :難攀 |::|:111

阿淡孝子伝前編一～三 9(文政 2 年 イヮム00499～ 501

阿淡孝子伝後編一～七 1862(文久2 年 イワム00502-508

獲 i=:1=

仕上御請書附之覚 (御尋者人相書御触達、控 1855(安政2)年 タケタ00096

仕上御請書附之覚 (御尋者人相書御触達、控)  1862(文久2)年 タケタ00097

覚 (大塩平八郎等召捕方並に人相書の件,     1837(天 保8)年 コント00080

左之通 (徒場脱走者讃州寒川郡鶴羽村重吉ノ、相書 , 18721明治5,年 ミマケ00327

名東県布達第百三十一号 (左書人相書,      1875(明 治8)年 オオタ01261

獲曖黎Ⅲ≒書― 標
=17‐

ロマイ|)
杉原専方 (政市)・ 清重惟― (梅吉)肖像写真    1871(明治4)年 キヨシ00048

清重梅吉 (洋算学助教辞令書) 1870(明 治3)年 キヨシ00044

佐藤忠五郎 (洋装 ) (明治中期 ) サト200354

佐藤忠五郎 (和装) (明治中期 ) サト200355

浅香虎吉像 1883(明 治16)年 タカミ00962

栗飯原与一像 1877(明 治10)年 アイハ01116

徳島県知事酒井明像 1885(明 治18)年頃 酒井明家文書

酒井明家族 (徳島知事官舎) 1887(llu'台 20)年頃 酒井明家文書

酒井明 (書簡、官舎建築に際し梅樹寄贈礼状 ) 1887(明 治20)年 オノテ00539

露口真七 (褒状、県立徳島師範中学両校建築費寄付) 1886(明 治19)年 ツユク00535

※資料保存のため展示品の一部を替えることがあります。
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五月庵綾女 (さつきあんあやめ)

徳島城下杉屋町 (現西新町付近)
大坂屋弥助 (紀安足)の妻
『狂歌阿淡百人一首』より


